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Ａ校の実践事例-1 

(4) 実践事例 

 

 

 

 

「主体的な学び」 

 ・見通しをもって進んで問題に取り組み、粘り強く問題解決しようとしている姿。 

「対話的な学び」 

・自分の考えを図や式、言葉と関連付けて、根拠を明らかにしながら筋道を立てて説明している姿。 

「深い学び」 

・図や式、言葉などを用いて、根拠を明らかにしながら問題解決をしている姿。 

・学習した内容を、既習の知識と結び付けて考えをまとめている姿。 

 

 

              

 既習事項(公約数)を使って、問題解決の方法を考えることができる。  （数学的な考え方） 

 

 

 

 公約数を使う（同じ量に分ける）ことに着目して、根拠を明らかにして考える。 

 

 

 

 
過

程 
学習活動 教師の働き掛け（○）   評価（◆） 

＊授業のポイントとなることは、ゴシックで表示 Ｔ：教師 Ｃ：児童 

 

 

 

 

 

 

 

つ 

 

 

か 

 

 

む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本時の学習課題を知り、課題をつか

む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○（電子黒板で方眼紙を提示し大きさを確認した後、

問題を書く。）１文ずつ、児童を振り返りながら板書

した。 

Ｔ：（「･･････同じ大きさの正方形に分けます。」まで

一緒に書き、）正方形の１･･････。 

Ｃ：１辺の長さ！ 

Ｔ：そうそう、１辺の･･････（と、問題文を確認しな

がら児童と一緒に書きあげる。） 

Ｔ：問題の意味、難しいよね。 

Ｃ：簡単！ 

Ｔ：簡単？じゃあ、電子黒板をみてごらん。この大き

さの正方形ならできるだろうというもの、分かり

ますか？ 

Ｃ：１ｃｍ！ 

Ｔ：分かる？どんな感じに切るか分かった？ 

Ｃ：１マスずつ 

Ｔ：ちょっと見てみましょう。（電子黒板で１ｃｍずつ

わけるアニメーションを見せて）縦はいくつに分

けられた？ 

Ｃ：縦が１ｃｍずつに分かれた。 

本単元で目指す姿 

本時の目標 

授業の様子 

目標 

 たて 18ｃｍ、横 12ｃｍの長方形があります。これを目もりの線に沿って切り、紙の余りが出ないように、同じ

大きさの正方形に分けます。正方形の１辺は何ｃｍになりますか。 
 

【つかむ段階における授業の質的改善の視点や手立て】 

(ｱ)資料の提示を工夫し、児童に疑問を 

持たせる。 

問題文を教師と一緒の速さで板書させ

最後の問いの文を児童に考えさせたりす

ることで、問題に進んで関わろうとする

姿を引き出した。 

長方形から合同な正方形を切り取る場

面をイメージ化するために電子黒板を活

用した。「これならできる！」という場面

（１辺１ｃｍの正方形に切り分ける）を児

童に判断させ、その場面をアニメーショ

ンで見せることで、他の大きさの正方形

もできるだろうかという疑問を持たせ

た。 

 

 

本時で働かせたい数学的な見方・考え方 

ア Ａ校の実践事例（５年生）「倍数と約数」         （第 10時／全 11時間） 

「段階ごとのチェックシート」で考えた【授業の質的改善の視点や手立て】を取り

入れて、授業の質的改善に取り組みました。段階ごとのチェックシートはこちら！ 

http://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h29/01_syo_chu_kakukyouka/03_syou_sansuu/documents/dannkaibetuchecksheet.pdf
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Ｔ：（横を分けるアニメーションを見せて）横は？ 

Ｃ：１ｃｍずつに分けられた。 

Ｔ：どういうことかというと･･････１辺が１ｃｍの大き

さの正方形ができたということだね。 

Ｔ：ほかに１辺が何ｃｍの正方形ができそうかな？ 

Ｃ：３ｃｍ！ 

Ｃ：４ｃｍ？ 

Ｃ：６？９？ 

Ｔ：（児童の発言を板書していき）じゃあ、いちばん

大きいのは何ｃｍになりそう？ 

Ｃ：12？ 

Ｃ：６？ 

Ｔ：そうか、いっぱい出てきたね。 

Ｃ：12は余るよ。 

Ｃ：だって１個しかできないよ。 

Ｔ：（１人の児童を指名して）じゃあ、１辺が 12ｃｍに

分けてみてくれる？ 

Ｃ：（１辺が 12ｃｍの正方形を方眼紙に書き込む） 

Ｔ：どうですか？１辺が 12ｃｍの正方形が･･････？ 

Ｃ：できた。 

Ｔ：できたね。でも、問題文に戻ってみて？ 

（問題文を指し示す） 

Ｃ：余りが出る。 

Ｔ：〇〇さんは何と言った？ 

Ｃ：余りが出る。 

Ｔ：余りが出るね。問題文に戻ってみたら･･････。 

Ｃ：「余りが出ないように」 

Ｔ：どこに余りがある？ 

Ｃ：（余りの部分を指す） 

Ｔ：紙の余りが出ないようにするんだね。紙の余り 

が出ないように･･････。 

Ｃ：正方形に分ける。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

自 

 

力 

 

 

解 

 

 

決 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 自力解決をする。 

 

 

【実際に出てきた児童の考え】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〇「余りが出ないように」「同じ大きさの正方形に分

ける」ことを確認した。 

〇方眼紙を配布し、必ず使う必要があるわけではない

ことも確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１辺が何ｃｍの正方形ができるか考えよう。 

 

「１ｃｍずつ切り分ける」場面 
「同じ大きさの正方形に分ける」には、一方の長さ

を等しく切り分けるだけでなく、縦横の長さを等し

く切り分けなければならないことに気付かせた。 

１ｃｍはすぐできた。 

じゃあ、２ｃｍもできるんじ

ゃないかな。 

４ｃｍで横は分けら

れたぞ。縦はどうか

な？ 

１辺６ｃｍの正方形ができ

た。図だけじゃなくて、言

葉でも書いてみよう・ 

２ｃｍに分けられた。

他の分け方はないか

な？ 

きまりをつかったら

簡単にできそう！ 

【つかむ段階における授業の質的改善の視点や手立て】 

(ｴ)児童から引き出したい言葉や考え方を

しっかりと教師が持っておき、児童の

気付きや発言に問い返し、児童の言葉

でめあてをつくる。 

        

 「一番大きい正方形は？」という問いをするこ

とで、問題文の「あまりが出ないように」という

言葉に着目することができた。そして、本時の問

題をイメージしながら、めあてを児童と一緒に作

っていった。 

 

 

12ｃｍは 

余りがでるよ 
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３ ３人組で話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 全体で話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇３人組での学び合いの際には、付け加えたり、質問

したりすることを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇１辺が２ｃｍ、３ｃｍ、６ｃｍの正方形に分けたものを

グループでの学び合いの時間に児童に書かせてお

き、黒板に提示してから全体の話合いに入る。 

Ｔ：１辺が２ｃｍの時は？ 

Ｃ：できた。 

Ｔ：できたね。１辺が３ｃｍは？ 

Ｃ：できた。 

Ｔ：これは？（１辺が６ｃｍに分けたものを指して） 

Ｃ：６！ 

Ｔ：１辺が６ｃｍだね。これを考えていた人いますか？ 

Ｃ：（数名が挙手する） 

Ｔ：お～！じゃあ･････ここは？（１辺が３ｃｍと６ｃｍ

の間を少し離しておき、空いている場所に目を向

けさせる） 

Ｃ：４？･･････たぶん入らない。 

Ｔ：たぶん入らない？そこをどうしてか先生は聞きた

い。 

Ｃ：公約数に入らない。 

Ｃ：12は入るけど･･････。 

Ｃ：18が入らない。 

Ｔ：18が入らないってどういうこと？ 

Ｃ：･･････。 

･･････・・ 

Ａ児：１辺６ｃｍと１辺３ｃｍは余りが出ないです。でも、

４ｃｍだったら余りが出ました。（図を見せながら説

明） 

Ｂ児：どうやったら余りが出るとか出ないとか分かったの？ 

Ａ児：･･････。 

Ｂ児：１２と１８は３でわったら余りが出ないけど、４でわ

ったら１２はわれるけど、１８は余りが出るよね。 

Ａ児：･･････。 

 

 Ａ児が図で説明していたことを、Ｂ児は式に置き換え

て説明をしていた。しかし、Ｂ児の説明をＡ児とＣ児は

理解できていなかった。 

 

 この場面では、Ａ児が書いた図を見せて説明してい

る。それを聞いてＢ児が質問したが、Ａ児は、なぜそ

うなるのか根拠を答えることができなかった。Ｂ児は

「12 と 18 を割って余りが出なかったらいい」ことは

理解できていたが、Ａ児の説明を補うために、その質

問をしていた。「公約数」という言葉はまだ出てきてい

ない。Ｃ児は何も言えなかった。 

 グループでの学び合いでは、児童の話し合いの内容

を教師ができる限り見取って、全体での学び合いの場

で取り上げていくことが必要である。 

 

【学び合う段階における授業の質的改善の視点や手立て】 

(ｾ)相手の説明に質問をしたり、意見を言 

ったりするようにさせる。 

 学び合いに入る前に自分の考えを持たせる

ようにした。途中まででも良いので、自分の

考えを持っておくようにすることが、対話的

な学びにつながると言える。 

 学び合いに入る前に、自分の考えを根拠を

明確にして話すこと、友達の考えに付け加え

たり、質問したりすることを確認して学び合

いに入った。 

  

【Ａ児】え～っと、６ｃｍと３

ｃｍは、余りが出ないです。で

も、４ｃｍだったら余りが出

ました。 

【Ｂ児】どうやってやっ

たら、余りが出るとか出

ないとか分かったの？ 
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Ｔ：問題の言葉を使えばどういうこと？ 

Ｃ：余りが出た。 

Ｔ：余りが出た？４ｃｍだと余りが出ちゃう。なるほ

ど。 

Ｔ：じゃあ、５ｃｍは？ 

Ｃ：どっちも余った。 

Ｔ：どっちも余った？12ｃｍも 18ｃｍも５ｃｍで切り取

ったら余っちゃう？ 

Ｃ：12÷５も 18÷５もできない。 

Ｔ：５ｃｍはできなかったんだね。 

Ｔ：じゃあ、ここから（６ｃｍから）先は？７とか８と

かは？ 

Ｃ：できない 

Ｔ：（導入で書いた１辺が 12ｃｍの正方形に図を再度見

せて）これは？できた？ 

Ｃ：できなかった。 

Ｃ：余りが出ちゃう。 

Ｔ：余りが出ちゃうね。 

Ｔ：じゃあ、ここから何が言える？みんなの中から、

気になることを何人も言っていたんだけど･･････

〇〇さん。〇〇さんは、なんと書いていたかな？ 

Ｃ：公約数が１、２、３、６で、最大公約数が６で

す。 

Ｔ：何を言ったか分かった？ 

Ｃ：公約数が･･････ 

Ｔ：（公約数と最大公約数を板書する） 

  〇〇さんが言ってくれたこと･･････何だった？ 

Ｃ：公約数 

Ｔ：うん、公約数って言ってくれたね。公約数が？ 

Ｃ：１、２、３、６ 

Ｔ：１、２、３、６（と言いながら板書する）で？ 

Ｃ：最大公約数が･･････６ 

Ｔ：そうだね。同じようなことをつぶやいている人が

いっぱいいたけど･･････ 

〇〇さん。〇〇さんが書いてくれたことも読んで

もらっていいですか？ 

Ｃ：12と 18の公約数だったら分けられる。 

Ｔ：（みんなに向かって）何て言った？ 

Ｃ：12と 18の公約数。 

Ｔ：12と 18の公約数？ 

どうして、この問題で 12と 18 の公約数だったら

できるの？周りの人ともう１回話し合ってみて。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学び合う段階における授業の質的改善の視点や手立て】 

(ﾄ)適宜、少人数での相談の場を設定し、出された考えを全ての児童が検討したり、発展 

的・統合的に考えさせたりさせる。 

 本時では、「公約数を使うことに着目して、根拠を明らかにして考える」ことを働かせたい数学

的な見方・考え方と捉えて実践を行った。なぜ、公約数を使うと、答えが出るのか。余りが出な

い、同じ大きさの正方形になるのかを、これまでの学習過程をもとに友達と話し合うことで、気

付かせる事をねらった。 

ただ答えを求めればいいのではなく、なぜそうなるのか、その根拠を明らかにさせ、クラス全

体で共有することで、深い学びにつながっていくと考える。また、その際には、教師がここで気付

かせたい思考の流れをしっかりと持っておくことが必要である。 

【学び合う段階における授業の質的改善の視点や手立て】 

(ｻ)図や式、答えの根拠を問い、根拠を明 

らかにさせる。 

全体での学び合いの際は、１人の考えを 

全体に返して、よりよい考えに高めるよう 

にした。     

 グループでの学び合いでの見取りを、全

体の学び合いでどう取り上げるかが大切に

なってくる。ここでは、１人の発言を全体に

返すことを意識して考えをよりよくしよう

と思い、授業を行った。 

 

ここでは、２ｃｍ、３ｃｍ、６ｃｍの正方形

で分けられることを図で確認した後、４ｃ

ｍ、５ｃｍがなぜ駄目なのかを問い掛けた。

児童は「あまりが出るから」と答えたが、こ

こで「あまりが出るってどういうこと？」

と、もう１度児童に問いかければ、「わりき

れない」という言葉が出たかと思う。そこか

ら、「12と 18 を割りきれる数だと、あまり

が出ないように分けられる」という考えに

つなげたらよかった。 
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なぜ公約数を使うと答えが出るのかを再度

グループで話し合っている児童 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の学習をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ｔ：どんな考えが出ましたか？なぜ、公約数を使えば

いいんですか？ 

Ｃ：余りが出ないようにと書いてあるからです。 

Ｃ：同じです 

Ｔ：公約数というのは、余りが出ない正方形の一辺の

長さになっている？ 

Ｃ：はい 

Ｔ：公約数というのはわり切れることができるという

ことだよね。余りが出でないことと同じですね。 

Ｔ：２ｃｍと３ｃｍの正方形を書いていた人もいたけど

いいかな？ 

Ｃ：だめ。 

Ｔ：どうしてだめ？ 

Ｃ：分かりません。 

Ｃ：正方形じゃない？ 

Ｔ：これ、１辺が２ｃｍと３ｃｍの正方形だよ。 

Ｔ：これ分からないよね。余りが出るかどうかね。問

題に戻ってみてごらん？ 

Ｃ：同じ大きさ？ 

Ｔ：そうそう！同じ大きさの正方形でないとだめだっ

たよね。条件に合わないよね。 

Ｔ：余りが出ないように、同じ大きさの正方形という

条件でいくと･･････何の考え方を使えばこの問題

を解けたかな？まとめを考えてみましょう。 

余りが出ないようにわり切れることができるとい

うことは･･････？ 

Ｃ：公約数 

Ｔ：公約数の考え方を使えばいいね。12と 18の公約

数は何ですか？ 

Ｃ：１と２と３と６ 

Ｔ：１と２と３と６だよね。公約数の考え方だよ 

ね。 

（黒板にまとめを書く。） 

（今日の問題とめあて、まとめを再度確認してから） 

Ｔ：一番大きい正方形は？ 

Ｃ：６ｃｍ 

Ｔ：最大公約数の６ｃｍの正方形だということが分かり

ましたね。 

 

 

 

 

【ここで気付かせたかった思考の流れ】 

＊□は問題文の言葉から 

余りが出ない･･････縦もわり切れる、横もわり切れる 

↓ 

それぞれの約数であればわり切れる 

↓ 

縦が２で横が４でもいい。 

↓ 

正方形･･････・縦も横も同じ数にしないといけない 

↓ 

余りが出ないで正方形になるためには、縦１８と横１２の公

約数でわるといいんだ！ 
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６ 適用問題を解く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 振り返りを書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業の板書】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○問題文を読ませ、「同じ人数ずつ」「余る人がいない

ように」分かれるところを確認した。児童は、本時

の学習を振り返り、36と 48 の公約数に着目すれば

いいことに気づくことができた。また、「できるだ

け多くのグループをつくる」ことから、最大公約数

に着目すればよいことにも気付かせるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時の学習で分かったことを書かせ、本時の学びを

確認した。 

【児童の振り返り】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆公約数を使って、問題解決の方法を考えることができる。      【数学的な考え方】（ノート） 

 

Ａ 公約数の考えを使って問題解決の方法を考え、説明することができる。 

Ｂ 公約数の考えを使って問題解決の方法を考えている。                                    

● ５年生の人数と６年生の人数をそれぞれ同じ人数ずつ、余る人がいないように分かれることは公約数を

見付けることと同じであることに気付かせる。 

５年生が 36人、６年生が 48人います。ダンスを

するために、それぞれ同じ人数ずつに分かれて、５

年生と６年生の混じったグループをつくります。余

る人がいないように、できるだけ多くのグループを

つくるには、グループの数をどれだけにすればよい

ですか。 
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○成果 

 「主体的な学び」の視点から 

・問題文の意味を理解させるために、電子黒板で視覚的に提示しました。一番小さい正方形に切り分けるイ

メージを分かりやすく伝えることができました。また、その後に「他にできそうなものは？」と問い掛ける

ことで、自力解決への見通しを持つことができていました。 

 「対話的な学び」の視点から 

・全体の学び合いのときに、間違っている考えをあえて教師側から提示し、児童に問い返すことで、根拠を

明らかにして説明しようとする児童の姿が見られました。 

 「深い学び」の視点から 

・出された児童の考えを基に「ここから、何が言えますか？」と本時の学習を振り返らせる発問を行いまし

た。そうすることで、あまりが出ないときのそれぞれの正方形の縦の長さと横の長さに着目し、既習の知

識（公約数）と結び付けて、筋道を立てて考えることができました。 

 

○課題 

 「主体的な学び」の視点から 

・自力解決の時に、１つの答えが出たら学習活動をやめてしまっていた児童がいました。１つで終わらない

ようなめあての文言の工夫が必要でした。また、日常の継続的な指導を行っていく必要があると考えられ

ます。 

  「対話的な学び」の視点から 

・話し合わせるときに、どんな対話活動を目指しているか（使わせたい言葉、考え）を明確にしておく必要が

ありました。教師がしっかりと対話活動の目的を明確にして、それを全体の話合いで取り上げることで、

児童に数学的な見方・考え方を働かせて考えさせることができると考えます。 

  「深い学び」の視点から 

・本時の目標「公約数を使うといい」ということを、児童が納得していなかったと思います。「どうして〇ｃｍ

に分けたの？」と根拠になるものを引き出す発問をしたり、間違った考え（縦・横、それぞれの約数で余り

なく切り分けた場合）を提示して、「これじゃ、駄目なのか？」と問い返したりすることが必要でした。 

・振り返りを書くことで学習した内容を再確認することができると考えます。振り返りの視点を示して、本

時の学びを振り返ることができるようにする必要があります。 

 

検証授業を振り返って 

目標 


